
No.1

○コロナ禍にあって、学校関係者評価委員に来校いただけない状況も鑑み、第三者評価の在り方も検討する。

○各種校務・事務の効率化、見直し、改善により、「働き方改革」を推進する。 　

○｢学校グランドデザイン｣を踏まえ、｢スクール・ミッション｣と｢スクール・ポリシー｣の策定に着手する。

○生徒と授業を大切にする

　　・授業で勝負する姿勢を堅持し、生徒一人ひとりと向き合う。

(2) 確かな学力を養う教育
（知育）の推進

　　・授業研究と創意工夫により生徒の心に火をつけるような授業をめざす。

　　・新学習指導要領の実施を控え、カリキュラム・マネジメントに努める。

　　・主体的・対話的で深い学びやICT活用などの授業研究に取り組む。

　　・学校評価を意識して学びの質を重視した授業改善を図る。

　　・部活動や体育の授業だけではなく、自らの生活の中に体力向上をめざした運動の習慣を確立させる。

　　・式典時の校歌斉唱や部活動応援などをとおして学校への帰属意識や愛校心を培うとともに、奈良大学

2　外部との連携強化及び
　  情報発信の充実

3　コロナ禍における学校評価
　  の在り方の検討

　募集定員の充足が喫緊の課題
である。
  令和４年度からの学習指導要領
改訂に合わせ検討してきた特進
コースの再編に着手する。
　また、学校としてめざす方向性を
示した｢学校グランドデザイン｣に基
づき、教員が｢組織｣としての協働
意識を持ち、より一層相互の連携
を強化して教育活動に取り組むこ
とが求められる。

◆成果

　　・自己を律し、課題を解決する習慣と努力を促す。

    ・自らを省みる時間を大切にすることで、自律自誓の精神を養う。

　  ・人権尊重の精神と生命への畏敬の念を深める。

　　・自分だけでなく他者をも思いやり尊重する態度と他者と協調する態度を身につけさせる。

　　・キャリア教育や社会貢献活動等をとおして社会の一員であることを自覚させ、自尊感情を高める。

○総合的な人間力を育成する

　新型コロナウイルス感染症は、社
会を震撼させたのみならず学校教
育にも多大な影響を与えた。幸い
にも本校においてはこれまで、家
庭内感染で数名の感染者は出た
ものの、校内での濃厚接触は無
かった。これは生徒及び教職員が
一体となった感染防止の取組の成
果だと考えている。
　日々の教育活動においては、そ
れぞれのコースの特徴を生かした
創造的かつ独創的な取組を重ね
ている。

   学校行事や活動成果の積極的な情報発信で、中学生やその保護者、ひいては広く県民に対し本校の魅力を

      附属高校生としての誇りと自覚を高める。

○「地域と共にある学校づくり」を推進し、地域行事への参加や諸機関・施設との連携を強化する。

　 伝え、効率的・効果的な広報活動を展開する。

○学校改善に向け、生徒・保護者・教職員及び法人関係者が一体となった取組を展開する。

令和３年度　奈良大学附属高等学校　　学校評価総括表

　　・凡事徹底を図り、規範意識の向上に努める。

　　・感染症対策など、危機回避能力を身につける。

　　・いじめを許さない気風を醸成する。

(3) 健全な精神と健康を養う
教育（体育）の推進

○基本的生活習慣を確立させる　

◆課題

B

総合評価

１  学校経営目標の実現

　　・食事、運動、睡眠などの基本的生活習慣を重視する。

　　・敬意と親愛と感謝をこめた明るい挨拶を心がける。

○感染防止対策を徹底した上で、オープンキャンパスや入試説明会を実施するとともに、ホームページ等による

学校運営方針
　学園創立１００周年に向け、高大接続を中心に据え、安定と存続を念頭におきながら一人ひとりを大切にした確かな
教育を実践する学校をめざすとともに、『学校経営グランドデザイン』を基盤にし、『FURTHER CHALLENGE』を合言葉と
して、「求める生徒像」を共有しながら組織の一員としての自覚と責任と誇りをもって教育活動を推進する。

昨年度までの成果と課題 具　　体　　的　　目　　標

○自律自誓の精神を涵養する

　　・自己の言動への責任を自覚させる。

年　度　重　点　目　標

(1) 豊かな人間性を養う教育
（徳育）の推進



No2

部　名 成果と課題

B B
第三者からの率直な御意見・指導を受
けとめ、改善したい。

B

A

C

A

A

教育課程再編

学校行事および教務部の業務の遂行
委は、年度当初の予定通り実行でき
た。

教務部

①各学期ごとにカリキュラム委員会を開催する。

防災意識の向上を図る。

【項目ごとの評価】学校自己評価　　A : 達成できている　　B : 概ね達成できている　　C : 少し課題を残している　　D : 課題を残している

カリキュラムマネジメントを見据え、
本校教員の資質向上ならびに授業
改善を図る。

A

③『シラバス』を発行する。

新コロナウイルス感染症対応マニュアルに基づき、関係部署と連携
をとりながら、校内での感染防止対策を徹底する。必要に応じて、感
染防止対策に必要な物品の整備を行う。

A

A

校内美化への取り組みを引き続き行
い、校内美化意識を高めると共に、各
室の経年による劣化の著しい箇所や、
改善を要する部分についいて調査し、
補修に取り組んでいきたい。

B

C

B

A

A
各部署と連携しながら、感染防止対策
を徹底した。

B
文化祭・体育祭ともに、生徒会指導部
と共に、準備や片付けを適切に行っ
た。

A

新学習指導要領、および観点別評価
の導入に向けておおむね当初の予定
通り業務を遂行できたと感じている。

ICT教育を推進する活動はある程度達
成できたと思われるが、授業やホーム
ルーム活動の改善を促す活動につい
ては課題を残した。

授業改善と
教員の資質向上

B

B

①各部・各学年・各コースとの連携を図る。（会議や研修等による情
報共有）

A

③総合的な探究の時間を計画・実施する。（第１・２学年）

B

②『教務部年間実務表』にもとづき、教務業務をスムーズに計画・実
施する。

授業、学校行事、その他の教育活
動が円滑に実施されるための調整・
支援を行うとともに、改善に向けた
点検も怠らず行う。

新学習指導要領に基づく本校の教
育課程の変更に向けた準備を行
う。

②県が主催する学習指導要領に係わる研修や各教科・科目の研究
団体主催の研究会には積極的に参加する。

②授業やホームルーム活動でのＩＣＴ活用を促進する。

①公開授業の積極的実施を促す。

評価具体的方策（評価の指標）

文化祭では、生徒会指導部と共に、準
備や片付けを適切に行った。体育祭は
コロナウイルス感染症拡大防止のため
実施しなかった。

B

A

B

A

学校業務の円滑化

評価項目

生徒会指導部・保健体育部・生徒指導部をはじめとする各部と連携
し、準備や片づけを効果的に行う。生徒の安全確保を最優先し、適
切なサポートを行う。

学校評価の実施
学校関係者評価及び第三者評価
の充実。

学校評価制度の円滑な運営に努める。

具体的目標

校内美化への取組 校内美化の徹底

生徒会と連携しながら生徒たちの校内美化への意識を高める。週に
一回程度、ホームルーム教室以外の場所の清掃を担任と学年係が
連携して組織的に行うことで、校内美化の徹底を図る。また、各教室
に備えてある清掃用具やゴミ箱など点検や備品等の整備を行う。

普通教室及びその他
の施設の設備保守・

点検

各教室の責任者と連携をとりなが
ら、定期的に点検を行い、必要に応
じて設備の修繕を行う。

半年に一回、設備等の点検を行い、必要に応じて設備の修繕・改善
を行う。

校外における集団活動を通して、生徒による自主的・実践的な取組
みが行われるよう、十分な生徒理解に基づき当該学年とともに旅行
会社と調整を行う。研修旅行での経験を通して、より発展的な教育
活動を展開していけるよう、生徒・保護者とも連携を十分に図り、サ
ポートする。

防災への取組
校内の防災設備の点検・確認を行う。生徒一人ひとりが災害時にお
ける行動についての知識を深め、適切な行動をとれるように指導す
る。災害発生時、第２次避難所になることを強く意識し、準備をする。

研修旅行の
円滑な運営

集団生活の在り方や公衆道徳など
について望ましい体験を積むこと。

総務部

山陵祭の運営
（文化祭・体育祭）

生徒が活躍することができる環境を
設営する。

新型コロナウイルス感
染防止への対応

消毒液の準備など、生徒の安全・安
心な学校生活のための環境を整備
する。

第２学年の生徒達にとっては、初めて
の校外における学習活動であった。２
泊３日の国内旅行であったが、特に大
きなトラブルもなく、終了することができ
た。来年度はより発展的な活動になる
ように引き続き考えていきたい。

A



No3

部　名 成果と課題

B

C

B

職員研修

進路保障への
取組

A

ア：研修の成果や課題を整理し、情報の共有が図られているか
イ：組織で協働して取り組み、各教員の職能成長が図られているか

生命の尊重、人権の尊重を本校教
育の中核に据え、教職員が豊かな
人権感覚を身につける。

①人権教育講演等の行事を年1回は実施する。

ホームルーム指導等をとおして生徒
の人権意識を高める。

人権研究部の活動を促進し、啓発文書を年3回発行する。

【項目ごとの評価】学校自己評価　　A : 達成できている　　B : 概ね達成できている　　C : 少し課題を残している　　D : 課題を残している

生徒の自主活動を支援し、保護者
への啓発を図る。

A

避難訓練は感染拡大防止の観点から
図上演習とした。自転車通学者に対し
て保険加入義務を徹底し安全講習を
実施した。警察と連携して薬物乱用防
止講演会を実施した。次年度も工夫し
て外部機関との連携を強化したい。

A

①受験・就職選考にかかわって不適切な事象に対応する。

A

B

A

B

さらに進路指導部と連携する必要があ
る。

C

シ：校内の使用ルールを徹底しているか
ス：ネットリテラシーの向上を意識させる取組を行ったか

啓発文書は年３回発行できたが、さら
に情報発信する必要がある。人権研究
部員の確保をしなければならない。

地域からの情報提供をもとに、校内各
部間で連携を図りながら、個々の事象
に対して対象生徒の特性を踏まえて、
柔軟かつ慎重に対応できた。

B

A

素直に指導を受ける姿勢は概ねできて
いるが、言われるまできちんとしない指
示待ちの生徒が多いのが課題である。
遅刻は前年度比10％減となり、時間管
理に関する意識は高まった。通学路マ
ナーは生徒会を通じた働きかけにより
改善された。ＳＮＳとの付き合い方が悪
く、トラブルになるケースがあったため、
規範意識と個人情報等の自己管理能
力を向上させる情報モラル教育の取組
を、これまで以上にさまざまな段階で行
うことが必要と思われる。

組織としての対応力と、個の力を向上さ
せる内容の研修を2回開催できた。次
年度も継続実施したい。

教育相談連絡会は4回開催できた。カ
ウンセラーとのコンサルテーションも必
要に応じて実施し、助言を指導・支援に
生かすことができた。

B

教育相談の充実

②校内一斉の人権ホームルームを年2回、組織的・計画的に実施
する。人権作文の課題だけではなく、様々な教育活動をとおして人権
尊重の意識を醸成する。

ア：問題が複雑化しないような初期対応ができたか
イ：問題の発生源の事実を正確に把握・確認できたか
ウ：学校組織として統一した対応を取ろうとしているか

保護者・地域
への対応

不登校や配慮を要する生徒に関す
る情報収集と対応を協議する。

ア：教育相談連絡会を通して、各部署で情報共有ができているか
イ：担任とカウンセラーとの連携を強化し、助言を受けているか
ウ：学校生活への支援に柔軟な対応が行われているか

②

③

④

⑤

保護者や地域についての情報収集
と、それを共有した上で教職員間の
認識を一致させる。

教員の全体研修を年1回は実施し、高人教、私学人推協主催の各
種研修会にも積極的に参加する。

学校安全への
取組

人権意識の向上

規範意識の向上と
基本的生活習慣

の確立

次の６観点からなる取組を実
践する。

①服装・頭髪に関する指導
②時間に関する指導
③登下校に関する指導
④挨拶・言葉遣いに関する
    指導
⑤美化に関する指導
⑥携帯電話・ネットに関する
    指導

①

カ：交通ルール遵守と通学路マナー向上を意識させているか
キ：近隣店舗や駅、電車内の利用に課題はないか

⑥

具体的方策（評価の指標）

ア：生徒と積極的に関わり、人間関係を構築しているか
イ：日々の見た目指導にのる雰囲気を醸成しているか

日々の教育実践の改善につながる
具的的なテーマを設定する。

具体的目標

C

B

生徒指導部

評価項目

次の３観点からなる取組を実践す
る。
①交通安全
②生活安全
③災害安全

ア：交通安全指導の実施には、警察署と協力・連携を図ったか
イ：自転車通学者に安全講習を実施し、保険加入を義務としたか
ウ：警察や地域の連絡会等との連携を深め、情報共有したか
エ：避難訓練など、平素から防災・減災への意識を高めているか

B

A

ク：挨拶や言葉遣いを意識させて学校生活を送らせているか
ケ：教員側から積極的な声かけをしているか

ウ：時間を意識した学校生活を送らせているか
エ：ノーチャイムデーで時間管理意識の定着を確認しているか
オ：年間遅刻回数前年度比10％減

コ：日々の清掃活動等を通して、美化意識を高めさせているか
サ：教員が率先して環境美化に努めているか

評価

B

A

進路指導部と連携し、進路保障へ
の取組を推進する。

教員の不適切な発言を受けて、「人権
感覚を磨くための研修」を教科及び全
体で行った。自らの人権感覚を振り返
るよい機会になったと考える。

今年度は、学年によって一斉HRの実施
時間をずらして、お互いの授業を観る
機会を設けた。これにより、本校での公
開HR研修会にむけての課題が明らか
になるとともに、教員間での意識がさら
に高まった。

B

B

B

②各種奨学金の紹介、受付及び指導を行う。

人権教育部
B

B人権感覚の醸成

B

人権啓発 C



No4
部　名 成果と課題

A

B

保健教育の充実

【項目ごとの評価】学校自己評価　　A : 達成できている　　B : 概ね達成できている　　C : 少し課題を残している　　D : 課題を残している

計画通りに、また担当教員によって工
夫して実施できた。

キャリア教育の推進

B

B

評価項目

進路指導部

奈良大学ガイダンスの実施や施設見学等により、奈良大学の魅力を
生徒にも保護者にも発信する。

A
B

B

B

進路情報の
迅速な発信

ペーパー資料だけでなく、ICTを活
用した情報発信に努める。

情報発信の手段として、Classiを有効利用する。
新入生に発行する「進路の手引き」の充実を図る。

B

③「キャリアパスポート」を全校生で始業式・終業式に実施する。

④進路説明会・進学ガイダンスを計画・実施する。
模試分析会を実施して指導に活かす。

体育教育の充実

部活動の充実

計画的・系統的な
進路指導の推進

奈良大学との連携
奈良大学との連携を強化し奈良大
学の魅力を発信する。
(奈良大学合格目標：5０）

①受験対策としての放課後の講習を全学年で実施するとともに、生
徒の志望に応じた個別指導も実施する。

体系的な進路指導を推進する。
（合格目標　　国公立：５
　関関同立産近甲龍：80）
「キャリアパスポート」の啓発・指導に
努める。

学力の３要素を
意識した指導

大学入試改革
への対応

「知識・技能」「思考力・判断力・表
現力」等、学力の３要素を意識した
指導に努める。

入試情報を収集し、Classiなどを利用して共有を図る。入試情報の収集と周知に努める。

基本的生活習慣については２学期以
降からの改善を必要とする。次年度は
更なる向上を図る。

様々な案がでるが、簡単にいかないも
のなので、何度も話をしていきたい。コロ
ナ禍の中で、体育的行事についても、
工夫と改善をしていくことができた。

評価

B

B B

BC

A

他競技との連携もよく行えていた。ま
た、体育部総会はコロナ禍のため開催
できなかった。

B

B

体操服のリニューアルを計画する。

「感染予防」と「体力維持」のバラン
スを図る。

体育施設の改修と行事の見直しを
行う。

新型コロナへの感染対策を十分に行いつつ、毎時の授業の中に体つ
くり運動を取り入れ、継続的に行っていく。

B

C

計画通りに全ての行事を実施すること
は、困難であった。しかし、工夫をして
教育活動を行うことで、キャリア教育に
繋げることができた。

体操服のリニューアルについての調査
と関係者への対応にとどまっている。

『キャリア教育計画表』を策定する。
「キャリア教育全体計画」を立案し、各部、各学年、各コース別の
「キャリア教育年間指導計画」を作成してもらい、進行管理を行う。

AA

B

C

入試の情報収集と共有ができた。

今年度も実習・実験やグループワーク
の実施が困難であった。しかし、今年度
初めて活用したアダプティブラーニング
に効果が見られたので、次年度は１年
生全員でアダプティブラーニングである
「すらら」を活用する予定である。

今年度は、奈良大学ガイダンスを講義
形式で実施することが出来た。しかし、
奈良大学合格が２５しかなかったので、
次年度に向けて対策を考えたい。

部活動の活性化を図る。
部活動において積極的な指導を行い、競技力の向上と人間力向上
に努める。また、他競技、他教員とのコミュニケーションを密にし、体
育部活動総会を行う。

保健体育部

B

生徒へのアンケートや教員へのヒアリング、また、県内外を問わず他
校の実態をリサーチし、関係業者とも協議する。

具体的方策（評価の指標）

②校内・校外模試・小論文講習・英検対策講習・大学入学共通テス
ト対策駿台映像講座・TOEIC対策講座を企画立案し実施する。

B

具体的目標

健全な精神と健康を養う教育を推
進する。

基本的生活習慣を確立させる指導を徹底し、ルールやマナー、時間
を守るなど、規範意識の向上に努める。
他の部署とも連携し、健康保持・危機回避能力を身につけさせる。保
健授業で新型コロナ感染症に伴う「感染症」「生命の大切さ」につい
て特に重きをおいて指導する。

移転後２０数年が経ち体育施設の老朽化が目立つ。施設の改修とと
もに将来的には体育教官室の新設を計画し、機能の強化を図りた
い。また、体育的行事についても、時代とニーズ、学習指導要領を踏
まえた改善を図る。

「Qubena」を活用して、個別最適化学習を進める。また、その効果を
検証して、次年度からのアダプティブラーニン実施の参考とする。さら
に、学びの質を重視した授業改善を図る。「探究活動」を積極的に導
入する。

Ｃｌａｓｓｉを活用して、迅速に入試に関す
る情報発信が出来た。また、「進路のて
びき」の改善を図った。

国公立の合格はなかったが、関関同立
産近甲龍の合格が１０１と躍進した。今
年度新な学習の取り組みを２つ行っ
た。アダプティブラーニングである
Qureous英語と大学入学共通テスト対
策駿台映像講座である。「キャリアパス
ポート」は実施時間を決めたことで、生
徒全員で取り組むことができた。
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部　名 成果と課題

A

A

A

A A
放課後や定期考査前、安心して勉強
に集中できる場として生徒達に好評で
あった。

A

国際交流部 国際交流の推進

評価

B

快適な自習スペースを提供する。

図書館の活用と
読書啓発

文化図書部

コロナ禍のため、自習スペースを１階のみ上限30名とし、利用後は徹
底した消毒作業を行う。

B

①利用者が求める資料を確実に検索・提供できる準備を行う。

A

コロナ禍により、委員会が開けず、図書
委員による活動がほとんどできなかっ
た。来年度は生徒たちと共に図書館運
営ができるよう工夫していきたい。

読書活動啓発のためにも、毎月あるい
は学期毎の「図書館だより」を発行すべ
きであった。来年度は改善したい。

まだまだ本を読む生徒が少ないので、
もっと図書館に入りやすくなるような取り
組みを考えていきたい。

A
②生徒の文化的意識を向上させるためにオーストラリア以外の国の
仲間とのすべての2年生のためのオンライン交換クラスを実装する。
準備と実施で生徒と先生方をサポートする。

④夏期休業中の課題として読書感想文を課し、優秀作品はコンクー
ルに出品するとともに学校長表彰の対象とする。

具体的目標 具体的方策（評価の指標）

④姉妹校の交換プログラムを改善する方法を検討する。 まず、プロ
グラムへの関心をさらに高めた後、ディクソンカレッジの担当者と詳細
を話し合う。

現在の国際交流活動を継続すると
ともに、より活性化させていく。外国
との相互理解や友好親善に寄与す
る意識を持ち、自国についての理解
を深め、多様な活動経験や知識を
拡げ、国際的リーダーとして成長で
きる人材の育成をめざす。

①国語科と連携し、「国語総合」の時間に新入生を対象としたオリエ
ンテーションを実施する。図書館利用、読書の効用等について指導
する。

②図書だよりを発行し、読書活動を啓発する。図書委員にはお勧め
の本の原稿を書かせる。

評価項目

読解力・思考力を養うためにも、
読書活動を啓発する。

③秋の読書週間には、図書委員に「読書啓発ポスター」を作成さ
せ、各クラスに掲示する。

⑦閉館時でも借りた本が返却できるように、図書館前に「返却ポスト」
を設置する。

⑥生徒に読みたい本をリクエストさせ、本を購入する際の参考とす
る。

①オーストラリアの学校とのオンライン交換クラスを実施する。

⑤SNSを利用してさまざまな国際交流プログラムを推進する方法を
検討する。

レファレンスに力を入れ、総合学習・
探究や授業の中で、蔵書を活用し
ていく。

C

コロナの流行のため、今年度はすべて
の国際交流プログラムがオンラインで実
施した。特進コースのためのオーストラ
リアの学校との交換プログラムは、
フィードバックとオンラインで書かれた文
書を含むように拡張して 正常に完了し
た。2年生全員を対象とした新しいオン
ライン国際交流プログラムは大成功
だった。 生徒たちは英語で自分自身を
表現し、アジア各地の仲間と交流する
ことができた。 調査を通じて収集された
フィードバックは非常に肯定的だった。
snsに関する学校の交換活動を促進す
るために、より多くの努力が必要であ
る。

A
総合的な探究の時間や国語の授業等
で、図書館を有効活用することができ
た。

C

C

⑤読解力の向上と読書活動推進のために読後のポップ作成やレ
ポート作成を促し、その作品を図書館に掲示し、学校長表彰の対象
とする。

C

A

C

【項目ごとの評価】学校自己評価　　A : 達成できている　　B : 概ね達成できている　　C : 少し課題を残している　　D : 課題を残している

②探究活動の一助となるような資料本の提示を行う。 A

③奈良ロータリークラブとの関係をさらに充実させ、交換留学制度を
継続させる。 B B

-
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部　名 成果と課題

生徒会指導部

評価項目

特進コースを中心とする本校のカリ
キュラムと出願方式について検討
し、変更点を広報する。

特進コースの刷新をはじめとする各コースの特性を積極的にアピール
し、「このコースで学びたい」「このコースで学ばせたい」という受験者
及び保護者、関係者の興味・関心に需要増をめざす。

コース、カリキュラム
の刷新

生徒の
主体的活動の充実

情勢を鑑みながら、行事や部活動
への積極的参加を促す。

①附属幼稚園での保育体験活動を通して、自他を尊重し、主体的
に行動する力を養う。(7月・12月の２回の実施予定）

B

C

②子ども服を難民キャンプへと送る活動やユニセフ募金活動を通し
て、ＳＤＧｓについて考え、主体的に深く学ぶ機会とする。

各種相談会、個別相談会（12月）
の計画と実施

募集人員を確保し、学校の安定し
た運営に資する。
（目標入学者数：280名以上）

各イベントの開催について積極的に宣伝する（ポスター、チラシ等の
作成と配付、学校ホームページの積極的な更新、SNSの活用）。
それぞれのイベントについて、内容を見直し、より効果的な学校ア
ピールのイベントを計画、実施する。
各イベントを通じて、本校の施設設備の充実を伝える機会を多く設定
する。

体験活動と
社会貢献

保育体験活動の充実と、社会貢献
活動への積極的な参加を促す。

具体的方策（評価の指標）具体的目標

C

C

B

C

B B

B

B

①情勢の変化に対応して取り組むことができ
た。ペットボトルキャップを再利用してモザイク
アートを作成し、文化祭終了後はワクチン接
種の促進につなげるといったSDGｓを意識した
取り組みも見られた。
②全校生徒の約5割が部活動に参加し、学
校生活を豊かなものにしようとしている。さらに
積極的な参加を促したい。

①山陵祭（文化の部・体育の部）などを通じて、生徒自身が主体的
に学校行事や生徒会活動に取 り組む場面を作り、連帯感や自己有
用感を高めるよう支援を行う。

②各部活動への積極的な取り組みを促し、学校生活を活気あるもの
にする。

委員会活動を活発化させる。
生徒会役員と各委員会が連携をとりながら、各学期に一回以上の委
員会活動に取り組む。第１～3学年の縦のつながりを深める。

③地域の小中学校を始めとする各団体との交流を通して自他を尊
重する力を養う。（年1回以上の実施）

B

学校のアピールをより効果的なものにするために、中学校及び塾への
直接訪問を継続的に実施する。また、本校の強みである学校施設
設備の充実をアピールする機会を多く設定する。

昨年に引き続き、新型コロナウイルス感
染症にかかわる対策は余儀なくされた
ものの、オープンキャンパス及び入試説
明会について二部制にする等、可能な
限り回数を増やす等して、本校のアピー
ルポイント（施設設備の充実）を積極的
に披露することができた。その結果、専
願受験者の増加につながった。

中学校への広報活動にくわえ、とくに塾
対象説明会は初めて会場を高校とする
等工夫した。その結果、定員の充足に
つながったが、コースごとの内訳を見る
と今後もより積極的な広報を要する。

入学定員の充足

B

おもに特進コースについては定員に達
しておらず、次年度に向けてもより効果
的な広報活動を展開する。

【項目ごとの評価】学校自己評価　　A : 達成できている　　B : 概ね達成できている　　C : 少し課題を残している　　D : 課題を残している

入試・広報部
入試関連行事

の運営

評価

C C

B

C

①保育体験活動は中止。
②子ども服を難民に送る活動は生活委
員と生徒会役員が連携して展開するこ
とができた。
長年の生徒会活動が評価され、奈良
県ユニセフ協会から感謝状が贈呈され
た。
③中止となった交流活動の代替を見
出すことができなかった。

B

B

各種委員会に加えて、学級委員長会
議を設定した。生徒が各種委員会の内
容を企画することが課題。

オープンキャンパス、入試説明会、
塾対象説明会、学校見学会、中学
校PTA学校見学会等の計画と実施

一対一のコミュニケーションの機会となる相談会形式の場において、
本校のアピールを積極的に行い、専願受験者の増加を狙う。
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部　名 成果と課題

B B

模擬試験の結果や、その分析に教員
はもっと関心をもって活用していくべき
である。コロナ禍に進んだICTなどももっ
と使えるようになっていかなければなら
ない。

B

様々な指導を通して教員と生徒との信頼関係を深めていく。また、
ICTを活用することで、放課後生徒と関わる時間を増やし、交流を深
め、信頼を深めていく。

教育・事務関係の職務が滞りなく迅
速に進められるように、デジタルファ
イル（データ）の作成・管理・配信を
行う。また、公的メールの管理を行
う。
インターネットを活用した授業展開
を推進する。

生徒の人権感覚を育み、豊かな人
間性を身につけさせ、自己肯定感を
高めさせる。

B

【項目ごとの評価】学校自己評価　　A : 達成できている　　B : 概ね達成できている　　C : 少し課題を残している　　D : 課題を残している

第１学年

B

例年通り、目標は充分に達成している
状況。コロナ禍において、長期休暇時
の保護者からのメール対応も適切にこ
なした。

A

進路指導

人権教育

公的デジタルファイル
（データ）等の

作成・管理・配信

生徒指導 B

AA

具体的目標 具体的方策（評価の指標）

校務関係のデータにアクセスを用い、教育（成績等）・事務・入試・進
路等の処理・管理を行う。また、公的デジタルファイル（データ）等の
作成を行う。
校納金、就学支援金等のお知らせ、気象警報、各月の予定、その他
について、生徒・保護者へ一斉メール配信を行う。
公的メールの確認・管理・配信を行う。
インターネットを通じて動画の配信や、中継を行うなど、ＩＣＴ機器をフ
ルに活用する。

学校行事のみならずコース・学年・
クラス等における行事及び授業など
に必要な機器の準備（ＩＣＴ機器等）
に対応する。
また、ライブ配信などYouTubeを利
用した動画配信を推進する、

評価項目

教師自身が目標を持ち、生徒たちのロールモデルとなるように生活
する。各種の研修に意欲的に参加し、スキルアップを図り、自己鍛錬
に努め、生徒に還元していく。

Wi-Fi教室における、ＩＣＴ機器を使った授業展開に必要なパソコンの
設定、各種機器の準備などを行う。視聴覚教室は多人数を収容で
きるため、クラス単位での行事が多く、適宜、パソコン等のＩＣＴ機器の
準備を行う。同様に、体育館などにおいても行事を行う場合にＩＣＴ機
器の準備を行う。

クラッシーの活用などで保護者との連携を密にし、情報を共有し、生
徒を育てていくスクラムを組んでいきたい。スクールカウンセラーとも
連携し、教育相談の手法を生かして生徒への支援を行う。教科担当
者会議を通じて生徒の理解を周知し、教員の連携も深める。

情報部

各行事における
準備・進行

評価

A

生徒指導において、教員の連携にさら
に力を入れていかなければならないと
思う。情報の共有や、その活用におい
ては組織で運用出来ているとはまだま
だ言い難い。個の能力でまわるわけで
はなく、組織だって運営していけるよう
他学年や、他の分掌と連携していきた
い。

B

年間HR計画をもっと活用し、人権に厚
い教室を作っていかなければならない
と思う。カリキュラムや、行事に振り回さ
れるわけではなくその根底に人権があ
ることをもっと教員は意識していかなけ
ればならない。

コロナ禍において、ライブ配信や動画配
信（編集）の作業が大幅に増えた。また
各機器（校務用タブレット、可動式プロ
ジェクター等）のメンテナンス、業者との
やり取りも増大した。

B

B

キャリア教育を通じて、早期から進
路指導をスタートさせる。また、奈良
大学との連携を深め、進路選択の
材料を与える。

様々な取り組みの中で、生徒の進学意識を高めさせる。まずは興味
関心を広め、深めていく中で進路目標を定めさせる。読解力、判断
力、表現力をつけさせるようなHR活動を展開する。各コースの進路
に応じた進学講習を実施する。さらに、学年間で情報を共有し、生徒
へ還元していく。

教員と生徒とのコミュニケーションを
通して信頼関係を構築し、生徒支
援を充実させる。

教科指導、学校行事、部活動等す
べての場面で人格形成を目的とし
た活動を実践する。

一人ひとりを大切にした生徒理解に
努める。

・校内一斉人権LHRを実施する。
・デートDV防止講座を実施する。
・人権教育は日常的であることを念頭に日々生徒に接し、授業やHR
を通して、自己を認め、他者を理解させるための機会を増やす。

A
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部　名 成果と課題

C
第２学年

今年度初の取り組みとして、英語科と
国際交流部との連携で、オンライン交
流が実施できた。それと関連させた人
絹ＬＨＲも実施できた。今後も日々の生
活の中で常に生徒たちの人権意識を
高めていきたい。

・校内一斉人権ＨＲを実施する。
・自己を認め、他者を理解するためのHRを毎学期に1度は実施す
る。
・人権教育は日常的であるべきこと。生徒と触れ合うだけでなく、教
師間同士でも高め合う。
・国際交流部と連携し、国際交流活動の一環として、海外とのオンラ
イン交流を実施する。その中で、各国の文化歴史に関して理解を深
める。

具体的方策（評価の指標）評価項目

生徒指導

評価

B

社会に生きる一人としての自覚をも
たせる。

進路指導

・入試制度の変更に対応すべく、進路指導部とも連携して教員研修
の機会を持つ。
・ICT活用教育を積極的に推進し、生徒が自発的意欲的に進路決定
に取り組む意識づけを行う。
・奈良大学の利用や、ガイダンスへの参加のほか、オープンキャンパ
ス等に生徒だけではなく教員も参加する。
・各コース、進路に応じた進学講習や小論文講習を実施する。

生徒の人権感覚を育み、豊かな人
間性を身につけさせる。

具体的目標

人権教育

【項目ごとの評価】学校自己評価　　A : 達成できている　　B : 概ね達成できている　　C : 少し課題を残している　　D : 課題を残している

コロナ禍ということもあり、ほとんどの大
学でオープンキャンパスは実施されず、
生徒たちも行く機会をほとんど持てな
かった。来年度は対面も増加傾向にあ
るので、教員ともに参加を進めていきた
い。
講習、特に小論文講習においては多数
の参加があり、生徒たちも前向きに取り
組めていた。来年度は受験生であるの
で、より具体的に進路について考えさせ
る機会をたくさん持ち、一人ひとりの進
路決定につなげていきたい。

C

奈良大学との連携を深めるために、
生徒向けガイダンスへの参加も含
め、教員が奈良大学の魅力を知る
機会を増やす。

学年行事として国語科と協力してビブリ
オバトルを実施した。読解力、表現力な
どを養う良い機会となった。また国際オ
ンライン活動も各部との連携のもと、実
施できた。来年度も各学校行事で各部
と連携を取り、生徒のためになる取り組
みを行っていきたい。A

B

C

B

A

優秀な生徒を奈良大学へ進学させ
るとともに、同大学への進学者数も
増やす。

・Classi等の活用により、情報を迅速に共有し、業務を円滑に進め
る。
・国語科と協力してビブリオバトルを実施し、自らの内面を見つめなお
す機会、また、生徒同士の他者理解を深める機会を持つ。そしてま
た、読書を通して社会との接点を得る中で、進路選択を考える一助
とする。

学年団だけではなく、各教科を通じ
て、一人ひとりに配慮したきめ細や
かな指導を実践する。

B

A

B

キャリア教育を通じて、早期からそ
れぞれの生徒に応じた進路指導を
きめ細かく行う。

B

自主自律の精神をもつ生徒を育成
する。

学校行事や特別活動も含め、日々
の学校生活を円滑に運営 していく
ため、各関係各部と連携を密にし、
学年業務を運営する。

引継ぎも含め、他学年との連携を強
める。

B

・研修旅行の実施も見すえ、授業を軸とした学校生活をとおして規律
を守り、かつ主体的に学ぶ姿勢を身につけさせる。
・教師自身が目標を持ち、生徒たちのロールモデルとなるよう、毎日
生き生きとした職業生活を送る。そのために各種研修に積極的に参
加し、自身の知識技術向上に努める。

B

学年運営

研修旅行も大きなトラブルもなく実施で
きた。生徒たちもそれぞれ新たな一面
を知り、より仲も深まったようだ。団体行
動、公共の場所でのマナーやエチケット
などもしっかりと守ることができた。
教師によって指導があいまいになって
いる部分もあるので、教員一丸となって
指導をしていきたい。
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部　名 成果と課題

進路指導

生徒指導
B

キャリアの意味を理解させ、日常生
活のなかの些細な出来事・小さな
気づきを大切にする。

評価項目

A

B

引継ぎも含め、他学年との連携を強
める。

・校内一斉人権ＨＲを実施する。
・自己を認め、他者を理解するためのHRを毎学期に1度は実施す
る。
・人権教育は日常的であるべきこと。生徒と触れ合うだけでなく、教
師間同士でも高め合う。

・ICT活用教育を積極的に推進し、生徒が自発的意欲的に取り組む
意識づけを行う。
・各種ガイダンス、オープンキャンパスなどに生徒だけではなく教員も
参加する。
・各コース、進路に応じた進学講習、小論文講習やTOEIC講習を実
施する。
・キャリア教育は日常的であり、生徒と触れ合う時だけでなく、教師間
同士でも高め合う。

行事や特別活動も含め、日々の学
校運営を円滑に進めるため、各関
係各部と連携を密にし、学年業務を
運営する。

A

学年においては、一人ひとりに配慮
したきめ細やかな指導を実践する。

生徒自身が自分の意志で進路決
定できるよう自主的な学びの機会を
増やす。

生徒の人権感覚を育み、豊かな人
間性を身につけさせる。

具体的目標

B
社会に生きる一人としての自覚をも
たせる。

自主自律の精神をもつ生徒の育成
をする。

・学校生活において生徒だけでなく、教員も明るい挨拶を心がける。
・授業を軸とした学校生活をとおして規律を守り、かつ主体的に学ぶ
姿勢を身につけさせる。
・教師自身が目標を持ち、生徒たちのロールモデルとなるよう、毎日
生き生きとした職業生活を送る。
・各種研修に積極的に参加し、自身の知識技術向上に努める。

・Classiの活用により、情報を迅速に共有し、業務を円滑に進める。
・月に1度の学年主任会を実施し、各行事を含め次年度への改善に
つなげる。

B

具体的方策（評価の指標） 評価

A

C

集団行動というと、どうしてもネガティブ
なイメージになってしまう。個を尊重し、
他者との「繋がり」を大切にした指導を
行いたい。

B

B

B

B

C

早期からそれぞれの生徒に応じた
進路指導をきめ細かく行う。

【項目ごとの評価】学校自己評価　　A : 達成できている　　B : 概ね達成できている　　C : 少し課題を残している　　D : 課題を残している

第３学年

個々のニーズに合わせた指導を徹底し
て行うことができた。課題としては、生徒
自身が未来を描くという力を更に高める
必要があり、進学後の自身の在り方や
生き方を考えさせたい。

球技大会、体育祭（学年対抗）、文化
祭（学年区分け）など、学年行事は多
岐にわたる。体育部や総務部が主導で
動きつつ、学年も連携をとっていきた
い。

B

人権教育においては、教員間での意識
の在り方や取り組む姿勢を統一する必
要がある。研修等の機会を更に増やし
ていく必要もある。

学年運営

人権教育
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部　名 成果と課題

B

A

生徒のニーズに合わせた進路指導
を心掛ける。

基礎学力の定着と向上をはかる。

学習への意欲を高めるように働きか
ける。授業を大切にさせる。

具体的目標 具体的方策（評価の指標）

【項目ごとの評価】学校自己評価　　A : 達成できている　　B : 概ね達成できている　　C : 少し課題を残している　　D : 課題を残している

②進学講習や小論文講習、各種検定試験に取り組む生徒を増や
し、入学試験でアドバンテージを持てる生徒を増やす。

評価

①日常的な声かけはもちろん、必要に応じて２，３者面談や家庭訪
問を積極的に行い、生徒理解と保護者との協力体制構築に努める。
進路変更者の絶無に向けて取り組む。

③TPOでの適切な言動を指導する。また、清掃活動や防犯教育等
を積極的に利用する。

②関係教諭や生徒指導部、必要に応じて養護教諭、スクールカウン
セラーとも連携を密にし、教育相談会等を通じて心身に問題を抱え
る生徒への支援に取り組む。

B

A

B

B基礎学力の充実と学力の向上を図
る。

③模擬試験への準備や復習に積極的に取り組む意識を持たせ、学
力定着に努める。

ＩＣＴ教育を積極的に導入する。クラッシーを活用した学習を継続させ
る。

A

B

学習指導

生徒理解・指導

多様化する個人、家庭を理解し、そ
れぞれ応じた指導を実践する。教
師と保護者の協力のなかで生徒の
規範意識を確立し、他者理解や思
いやりの心を育てる。

早い時期から進路目標を持つことを目
指し、個々の生徒の特性に応じたきめ
細やかな指導を心掛けた。特に近年で
は後期入試まで継続して取り組んだ結
果、第一志望に合格する生徒が増え
た。

進学実績の向上、生徒の適性に応
じた進路実現をめざす。

生徒理解と保護者との連携を軸に、生
徒それぞれの特性に応じた声掛け・指
導を実践している。養護教諭やスクー
ルカウンセラーとも連携を密にした指導
体制が構築されている。

積極的にチャレンジさせる指導について
は、生徒もよく応えてくれた。昨年度ま
でには見られなかった成果を残した生
徒も複数人出すことができた。

B

A

B

A

B

B

③生徒の適性・学力・志望に応じた個別指導を行う。

A

②進学講習や英検講習、その他検定・講習に取り組む生徒を増や
す。目標を持ち、スモールステップを経て自学自習の質を高められ
るよう指導する。

①大学ガイダンスやホームルーム活動、総合的な学習・探究の時間
を通じて進学への意識を高め、早期に進路目標を持つための指導を
行う。

①授業を大切にする意識を醸成し、小テストや演習を通じて理解を
深め、運用能力を養う。

いろいろな生徒がおり、進路の幅が広いため、生徒理解を深め、個
別指導等を行うことで、それぞれに合った進路指導を行う。

総合的な探究の時間と授業をリンクさせるような横断的な取り組みを
積極的に取り入れる。

C

C B

自己推薦型入試、公募制入試、一般入試にも積極的にチャレンジ
する雰囲気づくりを心掛けさせる。

B

学習が苦手という理由で、学習する機会を放棄させないために、隙
間時間を使った学習指導を行う。

授業を中心とした学習を生活の中心に据えたうえで、クラブ活動や
課外活動が成り立っていることを自覚させる。

B

B

B
年間を通して、「授業を大切にする」と
いう姿勢を養うことを意識した指導をし
た。ただ、ICT教育や横断的な取り組み
については、まだまだ改善の必要があ
る。

標準コース

学校生活の中での学習が中心であるこ
とを意識づけさせたうえで、クラブ活動
や課外活動に関わることを指導するこ
とができた。

進路指導

評価項目

生徒指導

学習指導

進路指導

B

文理コース

日々の授業と自学自習を軸に取り組ん
でいる。その中でも、模試や各種検定
への対策として進学講習や検定対策
講習、小論文講習へ参加する生徒が
年々増え、英検合格者も増加傾向にあ
る。
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A

B

D

D

オーストラリア語学研修旅行を充実
させることにより、グローバルな人材
の育成をめざす。

①研修旅行の事前指導として、グループでの研究・発表を通して
オーストラリアについて主体的に学び、情報を共有する。

②研修旅行委員を中心に、「キャンベラ・奈良キャンドルフェスティバ
ル」での発表内容を検討し、パフォーマンスの練習を行う。

③交流先であるキャンベラの学校が来校した際、積極的に交流活動
を行う。

⑤研修旅行の事後指導として、各自設定したテーマに基づく「レポー
ト集」を作成する。

③クラス編成のあり方を再考し、生徒の力を伸ばすためにできるだけ
効率のよい方策を考え、実施する。

①コース会議・教科担当者会議を通じて、個々の生徒に関する情報
を共有し、日々の教育活動に活かす。

②模試の分析を充実させ、生徒の学力・志望に応じた個別指導を積
極的に行う。

進学指導

生徒一人ひとりの夢の実現に向けて
尽力し、進学実績の向上を図る。

＊合格目標
　　　　　:国公立大学８名
　　　　　：関関同立１０名
＊英語検定
　　　　　：全員２級合格

④コース集会を学期に一度行い、受験勉強に対するモチベーション
のアップを図る。

⑤ICTを十分に活用して大学調べをさせ、「自分で道を切り開く」とい
う感覚を大切にさせる。

生徒指導
配慮の必要な生徒に対して、養護
教諭・カウンセラーとも連携しながら
サポートする。

コース会議・教科担当者会議を随時開いて情報交換することによっ
て、教員間で共通理解・共通認識を持つように努める。

国際交流

④定期考査や模試を十分に活用し、実践力を養う。

評価項目 具体的目標 具体的方策（評価の指標）

勉強する意義をしっかり伝えなが
ら、何のために勉強するのかを考え
させる。
授業を大切にし、自学自習での復
習を徹底することで、、基礎学力の
定着を図り、受験に対応できる応用
力の向上に努める。

①朝学習・授業・ＮＦ実践（自学自習）・進学講習等を通して、勉強の
意義・姿勢・方法等を指導し、効率的に学力を伸ばす学習習慣の定
着を図る。

②小テストを多く行い、家庭学習の習慣をつけるとともに、学習内容
の定着確認を行う。

③生徒の到達度に応じて、使用教材を工夫する。

評価

【項目ごとの評価】学校自己評価　　A : 達成できている　　B : 概ね達成できている　　C : 少し課題を残している　　D : 課題を残している

D
④外国人講師を招いて、研修旅行を想定した英会話授業を実施す
る。

D

B

B

「何のために勉強するのか」について３
階掲示板に掲示し、常に意識できるよ
うに工夫した。特進コースの目標も各ク
ラスに掲示してもらった。家庭学習の重
要性についてはいつも伝えていたが、
全員に定着させることは難しかった。

B

B

A

B

今年度の特進コースの進学実績は、例
年になく伸びた。特に産近甲龍の合格
者数が飛躍した。要因として考えられる
のは、昨年度の３年生が素直であり、教
員の進路指導にしっかりと耳を傾けてく
れたことと、推薦入試で終わらず、多く
の生徒が一般入試に向けて努力を継
続したことにあると思われる。

所帯の小さい特進コースなので、生徒
の情報共有は常に職員室内でできてい
た。

昨年度は実施できなかった。
しかしその代わりに、様々な国の人達と
オンラインで交流する企画が行われ
た。事前学習やプレゼン作成などの活
動が積極的に行われた。
国内研修旅行も実施されたが、一人の
感染者を出すこともなく無事に終わっ
た。

A

C

A

A

特進コース

学習指導

D

B

B

A


